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69第2章　蓄電池メーカー各社の事業戦略

中国トップのLiBメーカー

Contemporary Amperex Technology
国内外の自動車メーカーに供給
　Contemporary Amperex Technology

（CATL、時代新能源科技、中国広東省）は2001
年に設立。TDK子会社ATLから分離・独立した。
18年5月には横浜に日本法人を設立している。
主要事業は車載用リチウムイオン電池（LiB）、
エナジーストレージシステム（ESS）、バッテ
リーマテリアルリサイクルの3つ。主力の車載
用LiBは売上の9割程度を占める（16年96％、17
年87％）。同事業ではEV乗用車、EVバス、EV
トラックなど（その他EVトラクター、EVボート、
EVフォークリフト、EV建機）に向けてセル、モ
ジュール、パックなどを提供している。正極材
のタイプは、三元素系（NiCoMnなど）やリン酸
鉄系など。EV乗用車向けに三元素系、EVバス・
トラック向けにリン酸鉄系をそれぞれ使ってい
る。
　現状、CATLは中国トップ、世界トップ3圏内
のLiBメーカーに成長している。この成長の背
景にはYutong、BAIC Motor、 SAIC、Geely、 
King Long Motor、 CRRCといった国内自動車
メーカーと長期戦略提携を結んでいることが大
きい。この点、自社グループ向けを中心に供給
してきたBYDとは対照的となる。また、BMW、
フォルクスワーゲン（VW）、メルセデス・ベンツ、
トヨタ自動車、ホンダなど、海外自動車メーカー
のサプライチェーンにも加わったことも影響し
ている。
　加えて、性能面での優位性も挙げられる。エ
ネルギー密度ではEV乗用車で270Wh/㎏以上、
EVバスで185Wh/㎏以上を達成している。また、
長寿命特性においてはEV乗用車で5年（または
10万km）、EVバスで15年（同1万5000サイク
ル）に対応する。
　そして、この性能面を支えるのが研究開発体
制と生産体制だ。前者ではセル、モジュール、

パック、リサイクル、製造プロセスなど、一貫し
て研究開発を進めている。特筆すべきは材料開
発、セルデザインにおいて最先端シミュレー
ション技術を使っている点。後者では完全自動
化によるフレキシブルな生産、それにIoTや
ビッグデータを活用した生産管理を特徴とする。
生産データのトレーサビリティーは最大15年
に対応する。
　ESSでは中国国内のグリッド、オフィスビル、
データセンターなどを対象にシステムを提供し
ている。正極材はリン酸鉄系が中心だ。調査会
社GSリサーチによると、中国のESS市場は20
年に2500億ドルに達すると予測しているなど、
潜在需要は極めて高い。
　バッテリーマテリアルリサイクルは、子会社
のGuangdong Brunpで展開している。同社は
ニッケル、コバルト、マンガン、リチウムといっ
た希少金属を独自技術で回収・精製・合成し、三
元素系正極材や三元素系プリカーサー（前駆体）
を製造している。製造された三元素系プリカー
サーは、新品よりも優れた特性を示すという。同
社は三元素系プリカーサー製造において中国を
代表的するサプライヤーとなっている。

車載用LiBで3強の一角
　車載用LiB市場はパナソニック、CATL、LG化
学が3強の様相を呈している。ブルームバーグ
によると、19年における乗用EVの出荷量ベー
スのメーカーシェアはパナソニックが26％で
首位、CATLが23％で2位、LG化学が12％で3
位となり、これら3社で市場の61％を占める。以
下、BYD（9％）、サムスンSDI（8％）、AESC（4％）
などと続く。パナソニックが首位を堅持してい
る要因は、乗用EVシェアで世界トップのテス
ラ、ハイブリッド車（HV）で同トップのトヨタ
自動車に供給していることが大きい。LG化学は
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φϊཻࢠղੳஔΛఏ供

᷂ງ࡞ॴ
ԕ৺ࣜφϊཻࢠղੳஔΛ։ൃ
　᷂ງ場製࡞ॴ（ژ市ೆ۠）は、分ੳ・ܭ測機
大ख。分は自動車、ಋ体、ҩྍ、エネルث
ギー、৯品、鉄߯、バイオなどଟذにわたる。
ஔとしては分子ߏ造・結থ性分ੳ、表面・ബບ分
ੳ、ཻ 子ܘ分ੳ、元素分ੳなどに対応したஔを
提供している。また、࿈結子会社などを௨͡て
製造プロセス分ੳ・制ޚஔ、電池ධՁஔな
どをऔりѻっている。
　同社は2020年11月、ཻ子の߱度からཻ
子の大きさをナϊレベルで測ఆするԕ心ࣜナϊ
ཻ子ղੳஔʮ1artica CENTRI'6GE（パー
ティカ セントリώュージ）ʯを開発したと発表
した。ಋ体のウエハー研ຏࡎや電池の֤छ
材料などの開発およͼ品࣭管理体制の強化にߩ
。できるとしているݙ
　同ஔはݪӷや希ബࢼ料にؚまれるཻ子をナ
ϊレベルで測ఆできる。主な特徴は、ᶃଟ様な
ニーζをワンストップで応える高精度な測ఆ機
能とᶄ҆ఆ性とརศ性をٻした高機能。ᶃで
は、高ೱ度ࢼ料を測ఆするʮラインスタート法ʯ
とೱ度ࢼ料を測ఆするʮ一様߱法ʯの2छྨ
の測ఆํ法をりସえることでݪӷから希ബࢼ
料まで分ੳがՄ能。また、ཻ子をサイζ͝とに
分ྨしながら測ఆすることで、10nmʙ40Жm

レンジで一度に測ఆ結Ռがಘられる。ᶄでは、ྫྷ
٫機能によりࢼ料ࣨ内のԹ度を一ఆにอつこと
でԕ心ຎࡲ力によるԹ度上ঢを͗、長時ؒの
҆ఆ測ఆに対応する。加えて、セルચড়が؆ศ
でまたサンプルをセル内に自動的にೖできる。
　主な測ఆ対象は、ಋ体のウエハー研ຏࡎ、
電池の電極材料、正極材、ෛ極材、バインダー、
機能性ナϊ材料のカーボンナϊチューブ、グラ
フェン、セルロースナϊフΝイバー、インクのإ
料、છ料、トナー、それに産業全ൠにわたるセラ
ミックス材料など。
　同社は、ཻ子の大きさやߏ成ൺを測ఆするཻ
子ܘ分測ఆஔ市場に1980年代にࢀೖ。こ
れまでにʑの製品܈をೖし、国内シェアは
35％占めるにいたった（19年、同社調べ）。同
社によると、ཻ 子ܘ分ܭ測の19年世界市場は
360億ԁで、22年までฏۉ成長5�2％でਪ
Ҡしていくという。

େܕి͚҆શੑࢪݧࢼઃΛ։ઃ
　20年11月、ӳ国子会社のホリバMIRA（ӳ
ウォリックシϟーभ）が෯広いԹ度下でのৼ動
バッテܕධՁをՄ能とする大ڥのෳ合ݧࢼ
リー向け҆全性ࢪݧࢼ設を10月に開設したと
発表した。
　2uatro BuTineTT 1arkに อ ༗ す る 車 載 用
バッテリーݧࢼ設උを֦ுし、طଘの中খܕ
バッテリーݧࢼ設උに加え、大ܕバッテリーに
対しても国࿈نଇ6N ECE R100や6N38�3に
४ڌした҆全性ධՁݧࢼがՄ能となった。新設
උではৼ動ݧࢼ中にバッテリーのॆ์電やԹ度
調がՄ能で、それらを࣮車྆のデューティサ
イクルに合わͤるようにプログラムすることも
できる。また、߃Թ૧によりݧࢼ中のڥԹ度
をʵ40ʙ100ˆのൣғで設ఆできるため、෯広
いԹ度下でのセル、モジュールおよͼパックの
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